
エネルギー危機を
小
水
力
発
電
を
地
域
密
着
電
源
に
林
氏

林正基氏ターボブレード社長

地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り

再
生
可
能
エ
ネ
関
連
産
業
振
興
を
古
手
川
氏

エ
ネ
政
策
日
本
一
を
目
指
す
広
瀬
氏

古手川保正氏古手川産業社長
　
広
瀬
　
か
つ
て
石
油
シ
ョ

ッ
ク
の
時
は
、

％
石
油
を

輸
入
し
て
い
る
日
本
の
将
来

は
ど
う
な
る
こ
と
か
と
心
配

し
た
も
の
だ
。
だ
が
産
業
界

が
中
心
と
な
っ
て
省
エ
ネ
技

術
を
推
進
し
、
ま
さ
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
危
機
を
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
た
。そ
れ
以
降
、日
本
の

モ
ノ
づ
く
り
は
大
き
く
飛
躍

し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

現
在
は
震
災
に
伴
う
原
発
事

故
を
き
っ
か
け
に
新
た
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
直
面
し
て

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
に
対
し
て
今
回
皆
さ
ん

か
ら
の
話
を
聞
い
て
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
適

し
た
自
然
条
件
を
本
県
が
持

っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
確

認
し
た
。
太
陽
光
、
小
水
力

な
ど
の
新
技
術
開
発
支
援
を

確
実
に
政
策
と
し
て
生
か
し

て
い
き
た
い
。
古
手
川
社
長

か
ら
い
た
だ
い
た
企
業
研
究

会
の
提
案
を
実
現
す
る
こ
と

で
、
大
分
発
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
を
興
し
、
分

散
型
の
ロ
ー
カ
ル
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
日
本
一
の
先
進
県
を
目
指

し
て
い
く
。
ま
た
臨
海
工
業

地
帯
に
立
地
す
る
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
を
代
表
し
て
吾
郷
所

長
、
水
野
代
表
か
ら
爪
に
火

を
と
も
す
よ
う
な
工
夫
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
の
効
率
利

用
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
も
企
業
間
同
士
の

連
携
を
取
っ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
地
元
と
し
て
も
世
界

最
高
水
準
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
た

い
。
大
分
の

底
力
は
厚
み

の
あ
る
産
業

集
積
に
伴
う

知
識
や
技
術

の
蓄
積
に
ほ

か
な
ら
な

い
。
こ
れ
ら

の
好
条
件
を

武
器
に
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問

題
に
果
敢
に

取
り
組
む
課

題
解
決
先
進

県
を
目
指
す

覚
悟
だ
。

　
―
本
日
は

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
古
手
川
　
太
陽
電
池
駆
動

の
仕
組
み
は
門
型
ク
レ
ー
ン

の
天
井
に
、
出
力
１
９
０

の
太
陽
電
池
パ
ネ
ル

枚
が

並
ん
で
い
る
。
つ
り
荷
重
３

未
満
、
レ
ー
ル
幅
は

・

３

×
揚
程
高
さ
６

。

ア
イ
デ
ア
は
シ
ン
プ
ル
だ

が
、
太
陽
光
で
得
ら
れ
た
直

流
電
流
を
交
流
電
流
に
か
え

る
変
換
機
器
を
自
社
開
発
し

た
。
組
み
立
て
も
簡
単
で
、

決
め
ら
れ
た

カ
所
を
ボ
ル

ト
で
は
な
く
ピ
ン
で
接
合
す

れ
ば
完
成
、
ピ
ン
を
は
ず
せ

ば
す
ぐ
に
撤
去
可
能
だ
。
撤

去
し
た
ク
レ
ー
ン
は

ト

ラ
ッ
ク
１
台
で
運
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
既
存
ク
レ
ー
ン
と

比
べ
て
電
源
か
ら
の
巻
き
取

り
ケ
ー
ブ
ル
を
設
置
す
る
設

備
工
事
を
不
要
に
し
た
。
今

後
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
荷

重
３

以
上
の
ク
レ
ー
ン
開

発
を
目
指
し
て
い
る
。

　
一
方
、
子
会
社
の
Ａ
Ｋ
シ

ス
テ
ム
で
開
発
す
る
の
が
ス

マ
ー
ト
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム

だ
。
日
本
文
理
大
学
の
小
幡

章
教
授
が
研
究
す
る
、
ト
ン

ボ
の
羽
の
原
理
を
応
用
し
た

マ
イ
ク
ロ
流
体
技
術
を
利
用

す
る
。
ト
ン
ボ
の
羽
の
表
面

は
細
か
な
凹
凸
が
風
の
渦
を

巻
き
起
こ
し
て
、
推
進
力
を

生
み
出
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
原
理
を
利
用
し
て
直
径

―

の
小
型
風
車
を

作
成
し
、
風
車
の
羽
根
に
凹

凸
を
つ
け
て
風
速
１

と
い

う
微
風
で
も
風
車
を
動
か
す

仕
組
み
だ
。
逆
に
風
速

の
風
が
吹
い
た
場
合
で
も
羽

根
が
し
な
っ
て
、
風
を
受
け

る
力
を
弱
め
て
風
車
を
回
転

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
通

常
大
型
の
風
力
発
電
シ
ス
テ

ム
は
風
速

の
風
が
必
要

で
、
建
設
コ
ス
ト
も
高
額
。

だ
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
コ
ス

ト
を
抑
え
た
小
型
・
軽
量
化

し
た
家
庭
用
で
、
防
災
、
防

犯
な
ど
の
遠
隔
監
視
シ
ス
テ

ム
と
し
て
用
途
開
発
し
て
い

る
。
蓄
電
池
を
組
み
合
わ
せ

れ
ば
災
害
時
の
緊
急
電
源
と

し
て
利
用
で
き
る
。

　
―
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
効
率
化
や

課
題
は
い
か
が
で
す
か
。

　
水
野
　
石
油
化
学
プ
ラ
ン

ト
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
に

使
う
た
め
、
省
エ
ネ
は
最
重

要
課
題
だ
。
生
産
工
程
の
見

直
し
や
運
転
の
最
適
化
、
熱

回
収
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
製
品
を
生
産
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
は
、
２
０
１

０
年
は

年
比
で

％
削
減

エ
ネ
ル
ギ
ー
原
単
位
換

算

、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
同

％
削
減
し
た
。
操
業
以
来

使
用
し
て
き
た
年
産
３
万

の
ナ
フ
サ
分
解
炉
７
基
を
昨

年
、
年
産

万

生
産
す
る

大
型
の
最
新
炉
２
基
に
更
新

し
た
。
こ
れ
に
よ
る
効
果
は

大
き
く
、
熱
回
収
効
果
は
６

％
同
向
上
、
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
全
体
で
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
、
年
間
１
０
０
万

の
う
ち
６
万

を
削
減
で

き
た
。
ま
た
新
日
鉄
化
学
と

の
間
で
Ｎ
Ｓ
ス
チ
レ
ン
モ
ノ

マ
ー

東
京
都
千
代
田
区

を
今
年
８
月
に
設
立
し
た
。

来
年
に
は
、
Ｎ
Ｓ
ス
チ
レ
ン

モ
ノ
マ
ー
と
当
社
プ
ラ
ン
ト

間
の
連
携
を
利
用
し
て
大
幅

な
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る
設
備

工
事
を
実
施
す
る
予
定
だ
。

　
一
方
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
外

で
は

本
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

で
つ
な
が
っ
て
い
る
Ｊ
Ｘ
日

鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
も
さ

ら
に
連
携
を
強
化
し
て
い

く
。
ま
た
県
に
は
海
底
ト
ン

ネ
ル
の
事
業
調
査
を
実
施
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
既
存
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
で
は
限
界
も
あ

り
、
実
現
す
れ
ば
よ
り
効
率

的
な
原
燃
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
連
携
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
し
て
い
る
。
今

後
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
内
外
と
の

連
携
を
さ
ら
に
進
め
、
競
争

力
を
高
め
て
い
き
た
い
。

　
吾
郷
　
当
社
は
エ
コ
プ
ロ

セ
ス
、
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
、

エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
三
つ
の
エ
コ
を

推
進
し
て
い
る
。
エ
コ
プ
ロ

セ
ス
は
鉄
を
生
産
す
る
工
程

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
さ
ら

に
高
め
、
鉄
鋼
製
品
の
生
産

工
程
で
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２
を

削
減
す
る
と
い
う
の
が
テ
ー

マ
だ
。
鉄
鋼
プ
ロ
セ
ス
で
発

生
す
る
副
生
ガ
ス
は
１
０
０

％
大
分
製
鉄
所
内
の
製
造
ラ

イ
ン
や
火
力
発
電
所
の
燃
料

と
し
て
利
用
す
る
ほ
か
、

年
に
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ

イ
ク
ル
工
場
を
完
成
、

年

は
コ
ー
ク
ス
の
品
質
改
善
と

製
造
時
間
を
短
縮
す
る
先
端

技
術
を
盛
り
込
ん
だ
第
５
コ

ー
ク
ス
炉
を
完
成
さ
せ
る
な

ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改

善
は
永
遠
の
テ
ー
マ
だ
。
エ

コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
は
、
高
強
度

の
自
動
車
鋼
板
を
開
発
し
て

そ
れ
を
需
要
家
に
供
給
す
る

こ
と
で
、
軽
く
て
燃
費
の
良

い
自
動
車
の
生
産
を
実
現
す

る
な
ど
、
社
会
全
体
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
を
高
め
る
製
品

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

は
途
上
国
を
中
心
に
世
界
各

地
で
製
鉄
所
が
建
設
さ
れ
る

中
、
当
社
が
開
発
、
実
践
し

て
き
た
環
境
技
術
や
省
エ
ネ

技
術
を
海
外
移
転
し
、
世
界

全
体
の
鉄
鋼
業
が
地
球
規
模

で
環
境
保
全
に
貢
献
す
る
取

り
組
み
だ
。
さ
ら
に
大
分
製

鉄
所
は

年
に
第
２
高
炉
を

拡
張
改
修
し
た
の
に
続
き
、

年
は
第
１
高
炉
も
拡
張
改

修
し
て
能
力
を
増
強
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
高
炉
や
コ
ー
ク

ス
炉
か
ら
発
生
す
る
副
生
ガ

ス
の
発
生
量
も
増
え
た
。
そ

の
対
策
と
し
て
、
九
州
電
力

と
共
同
で
運
営
す
る
総
出
力

５
１
０

の
大
分
共
同
火

力
発
電
所
に
、
１
４
５

の
副
生
ガ
ス
専
焼
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
複
合
発
電
設
備
の
建
設

を
行
っ
て
、
副
生
ガ
ス
を
発

電
所
の
燃
料
に
供
給
す
る
体

制
を
整
え
て
い
る
。

年
ま

で
に
建
設
し
て
電
力
の
安
定

供
給
に
も
役
立
て
た
い
。

　
―
地
域
の
将
来
像
や
未
来

へ
の
提
言
に
つ
い
て
う
か
が

い
ま
す
。

　
吾
郷
　
本
県
は
住
み
や
す

く
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
し

っ
か
り
と
し
た
産
業
発
展
の

基
盤
が
あ
り
、
人
や
地
域
の

底
力
を
強
く
感
じ
て
い
る
。

大
分
製
鉄
所
は
県
内
か
ら
若

い
人
材
を
採
用
し
て
い
る

が
、
大
き
な
戦
力
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
ら
に
応
え
る
た

め
に
も
、
こ
れ
ま
で
追
求
し

て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
な

ど
の
競
争
力
を
ベ
ー
ス
に
安

定
的
に
生
産
を
継
続
し
、
地

域
に
貢
献
す
る
の
は
当
然
の

こ
と
だ
。
持
続
的
に
成
長
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
支
え
る

に
は
、
人
材
づ
く
り
が
欠
か

せ
な
い
。
地
域
が
あ
っ
て
こ

そ
企
業
が
成
り
立
つ
と
い
う

原
点
に
立
ち
戻
り
、
人
材
育

成
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し

て
い
く
。
ま
た
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
企
業
の
一
員
と
し
て
も
連

携
強
化
に
取
り
組
む
。

　
水
野
　
本
県
は
地
熱

温

泉
熱

や
小
水
力
、
さ
ら
に

太
陽
光
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
と
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
の
利
を
生
か
し

た
技
術
の
集
積
が
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
も
発
電
設
備
を
持
っ

て
い
る
が
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
切
り
替
え
る
か
は
検
討
段

階
だ
。
今
後
も
高
付
加
価
値

の
製
品
づ
く
り
、
人
材
育
成

に
も
力
を
入
れ
る
。

　
古
手
川
　
現
在
大
分
県
工

業
団
体
連
合
会
の
代
表
幹
事

を
務
め
て
い
る
。
こ
の
会
は

県
内
の
産
業
別
工
業
団
体
、

異
業
種
交
流
も
含
め
て
約

団
体
で
構
成
す
る
ほ
か
、
県

内
大
学
や
大
分
県
産
業
創
造

機
構

大
分
市

な
ど
の
支

援
機
関
と
技
術
交
流
活
動
を

活
発
に
行
っ
て
い
る
。
今
回

紹
介
し
た
子
会
社
の
取
り
組

み
も
異
業
種
交
流
、
産
学
官

交
流
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

引
き
続
き
地
場
企
業
の
交
流

活
動
を
県
に
は
支
援
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た

年
か

ら
い
よ
い
よ
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
全
量
固
定
価
格
買

い
取
り
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。
こ
れ
に
伴
い
、
関
連
産

業
の
広
が
り
に
期
待
が
高
ま

っ
て
い
る
。
県
内
で
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
振

興
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
産
学

官
に
よ
る
企
業
研
究
会
を
立

ち
上
げ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
産
業
化
は
技
術
的
な
課

題
が
多
く
、
地
場
企
業
が
交

流
し
な
が
ら
知
恵
を
絞
り
、

研
究
開
発
や
人
材
育
成
、
販

売
促
進
活
動
が
で
き
れ
ば
次

の
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
の

で
は
な
い
か
。
こ
こ
に
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
企
業
も
参
加
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
さ
ら
に
大

き
な
強
み
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
石
井
　
太
陽
電
池
関
連
事

業
は
東
ア
ジ
ア
諸
国
を
視
野

に
入
れ
、
国
内
外
で
積
極
的

に
取
り
組
む
。
小
水
力
発
電

は
県
内
で
実
績
を
積
み
重

ね
、
地
場
企
業
と
の
連
携
を

武
器
に
世
界
に
打
っ
て
出
る

の
が
将
来
の
目
標
だ
。
一
方

で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
は
、
国
な
ど
行
政
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
大
き
く
左

右
す
る
。
欧
州
で
落
ち
込
ん

だ
太
陽
電
池
市
場
は
買
い
取

り
価
格
が
適
切
で
は
な
く
、

太
陽
電
池
バ
ブ
ル
の
よ
う
な

投
機
対
象
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
点
が
あ
っ
た
。
国
が
買
い

取
り
価
格
や
期
間
を
定
め
る

過
程
で
は
、
欧
州
の
例
を
参

考
に
し
た
制
度
設
計
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。
古
手

川
社
長
が
提
案
さ
れ
た
企
業

研
究
会
設
立
は
大
賛
成
だ
。

ぜ
ひ
太
陽
光
や
地
熱
、
小
水

力
な
ど
の
各
分
科
会
を
組
織

し
て
、
県
の
戦
略
産
業
と
位

置
づ
け
た
取
り
組
み
に
期
待

し
た
い
。

　
林
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
発
電
装
置
は
太
陽
光
発

電
以
外
の
ほ
と
ん
ど
が
、
タ

ー
ビ
ン
発
電
機
が
必
要
だ
。

全
て
の
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
が

設
計
で
き
る
よ
う
技
術
力
を

高
め
て
い
く
。
同
時
に
こ
の

関
連
産
業
は
地
元
で
の
施
工

実
績
が
次
の
受
注
に
つ
な
が

る
分
散
型
の
ロ
ー
カ
ル
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
い
っ
た
特
徴
が
あ

る
だ
け
に
、
地
場
企
業
の
技

術
力
で
販
路
拡
大
を
目
指
し

た
い
。

産業集積の進化と新たな競争力の獲得
　　 ２０１１年 平成２３年 １２月１５日 木曜日 【企画特集】 （ ）


